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１．はじめに 

 近年日本においては，平成 9 年の河川法改正に伴い

「治水」，「利水」に加え河川環境の整備と保全が新た

に位置づけられ，，治水安全度や利水機能を高めるだけ

でなく，河川の景観や生態系などの環境面にも考慮し

た川づくりが重要視されている 1)．しかしながら，都市

感潮河川は固有流量が少なく，下水処理場からの流出

水や生活排水が集中するエリアであり，スカムや硫化

水素臭がしばしば発生するため，河川水質の改善が課

題となっている．水質汚濁要因を知り，効果的な水質

改善対策を行うため，著者らは多くの現地観測，理論

展開，数値計算を行っている．都市の内湾からの塩水

遡上に関する研究として、2007 年には夏季及び秋季に

都内の中小感潮河川である日本橋川において連続的に

流速・溶存酸素飽和度・塩分濃度の計測を行っており、

上げ潮時には強混合、下げ潮時には弱混合の形で塩水

が存在していることが明らかにされている 2),3)．ただし，

都市内湾の水質と河川の水質との関係を現地観測によ

り調べた例はまだ少ない．そこで本研究では，都内の

感潮河川及び東京湾内で広域的に現地観測を行い，加

えて，流速，塩分濃度の連続測定を行うことで，東京

湾水質と河川水質との関係の把握に努めた． 

２．対象河川の概要および観測手法 

 現地観測は計 2 回行った．1 回目の観測は 2017 年 12

月 12 日に実施し，図-1 に示す都市感潮河川及び東京湾

を対象として都内 49 ヶ所で現地採水・計測を行った．

採水・計測は平水時かつ小潮期の順流時に行った．東

京湾を除く各観測地点においては，橋上より多項目水

質計（DS5-X，環境システム(株)製）を用いて水温，塩

分濃度，溶存酸素濃度の計測を行った．東京湾におい

ては観測船により湾内を移動し，採水・計測を行った．

2 回目の観測では東京湾からの塩水の遡上特性を把握

するため，図ｰ 1 に示す日本橋川西河岸橋地点（河口か

ら 5.5km）において 2018 年 11 月 21 日 14:00 から 22 日 

13:00 までワークホースタイプ ADCP（TRDI 社製，周

波数 1200kHz）を用いて流速の鉛直分布の連続計測を行

った．加えて，西河岸橋及び日本橋川河口にて 2 時間

おきに多項目水質計（DS5-X，環境システム(株)製）を

用いて水温，塩分濃度，溶存酸素濃度の計測を行った． 

３．都内の感潮河川における溶存酸素飽和度の空間分

調査を行った地点
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図-1 観測地点の概要 
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図-2 溶存酸素飽和度の空間分布  

（荒川，隅田川に比べ，神田川感潮域及び日本橋川におい

て 4~6 割低い値を示している） 
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布，および時間変動特性 

図-2に荒川，隅田川，神田川，日本橋川，東京湾

における底層水の溶存酸素飽和度の観測結果を示す．

溶存酸素飽和度は荒川，隅田川に比べ，神田川感潮

域及び日本橋川において4~6割低い値を示している．

また，東京湾における溶存酸素飽和度は．荒川・隅

田川と同程度であり，日本橋川よりも高い値である． 

 図-4に日本橋川河口地点で 2 時間おきに計測した

溶存酸素飽和度と塩分濃度の鉛直分布を示す．図-4

より，上げ潮の時間帯に下層の塩分濃度と溶存酸素

飽和度が徐々に高くなっていく傾向が見られる．つ

まり，図-2及び図-4の観測結果から，日本橋川にお

ける河川底層水の貧酸素状態は，東京湾貧酸素水に

よる直接的なものではないことが分かる． 

図-5に日本橋川西河岸橋地点での鉛直流速分布の

時系列を示す．この図より，日本橋川は下げ潮期に

表層から中層の水が流動し，河川底層水は潮位に依

らずほとんど動かないことが分かる．この観測結果

及び著者らの既往研究 4)より，日本橋川底層水の貧

酸素状態は（１）未処理下水と同等の有機泥の沈降・

堆積によって酸素消費が進行していること，（２）潮

汐の影響を受けて河川底層水が長時間滞留すること，

これらの複合的な要因によってもたらされているこ

とが推察できる． 

ただし，日本橋川においては表層水も溶存酸素飽和

度が 40~20 %と，他の河川に比べると低い値を示してお

り，上述した以外にも貧酸素状態をもたらす要因が存

在する可能性があるため，今後も調査・研究を引き続

き行っていく必要がある． 
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図-3 連続観測当日の天文潮位と計測のタイミング 
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図-4 日本橋川河口地点で 2時間おきに計測した 

溶存酸素飽和度と塩分濃度の鉛直分布 
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図-5 日本橋川西河岸橋地点の鉛直流速分布の時系列 

（日本橋川底層水は水面勾配に依らずほとんど動いていない） 
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